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　聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
　その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成２１年２月に認証を更新しました。
　国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

I N D E X

　

学
校
法
人
東
京
聖
徳
学
園
の
創
立
八
十
周
年

記
念
式
典
が
、十
月
十
九
日（
土
）、聖
徳
大
学
川

並
香
順
記
念
講
堂
に
お
い
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。櫻
田
義
孝
文
部
科
学
副
大
臣
を
は
じ

め
と
す
る
約
千
三
百
名
の
ご
臨
席
を
得
て
、こ

れ
ま
で
の
ご
厚
情
へ
の
感
謝
を
表
す
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
発
展
へ
向
け
て
鋭
意
努
力
す
る
こ
と

を
誓
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
川
並
知
子
名
誉
学
園
長
か
ら
式
辞

が
あ
り
、八
十
年
前
は
斬
新
で
あ
っ
た
幼
児
教

育
を
原
点
と
し
、今
日
で
は
十
八
の
機
関
を
有

す
る
に
至
っ
た
、学
園
の
歩
み
を
振
り
返
り
、

「
皆
さ
ま
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」と
謝
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、川
並
弘
純
理
事
長
・
学
園
長
は
、「
創
立

者
の
描
い
た
教
育
理
念
を
決
し
て
忘
れ
ず
、し

か
し
な
が
ら
時
代
に
合
わ
せ
、妥
協
す
る
こ
と

な
く
前
進
し
続
け
た
い
」と
語
り
、「
大
き
な
飛

躍
よ
り
、着
実
に
一
歩
ず
つ
成
果
を
上
げ
て
い

き
た
い
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
四
月
の
開
設

に
向
け
て
申
請
し
て
い
た
聖
徳

大
学
看
護
学
部
看
護
学
科（
入

学
定
員
八
十
名
・
収
容
定
員
三 

百
二
十
名
）の
設
置
に
つ
い
て
、

十
月
三
十
一
日（
木
）、文
部
科
学

大
臣
よ
り
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
新
設
に
あ
た
り
、

各
種
施
設
・
実
習
室
を
聖
徳
大

学
三
号
館（
五
～
八
階
）に
整
備

し
ま
し
た
。先
進
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
技
術
教
育
を
取
り
入
れ
、

看
護
の
現
場
を
学
内
で
再
現
す

る
ほ
か
、少
人
数
で
の
演
習
に

対
応
で
き
る
よ
う
専
用
の
演
習

室
も
数
多
く
設
置
。学
生
一
人

ひ
と
り
に
目
が
行
き
届
く
き
め

細
や
か
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、本
式
典
の
メ
イ
ン

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、聖

徳
大
学
附
属
取
手
聖
徳
女
子
中

学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ

る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
秘
密
の
花

園
」が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。演
劇

　

学
園
創
立
八
十
周
年
事
業

の
一
つ
と
し
て
、書
道
作
品
な

ら
び
に
絵
画
作
品
を
学
園
関

係
者
の
皆
さ
ま
か
ら
募
集
し

た
と
こ
ろ
、書
道
作
品
千
三
百 

九
十
点
、絵
画
作
品
百
五
十
五

点
の
応
募
が
あ
り
、香
順
特
別

研
究
部
・
筝
曲
部
・
吹
奏
楽
部
の

異
色
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、

音
響
や
照
明
も
す
べ
て
生
徒
が

担
当
し
、最
後
に
、同
校
総
勢

百
三
十
名
で
学
園
歌
を
三
部
合

唱
で
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、聖
徳
大
学
体

育
館
に
場
所
を
移
し
、祝

賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。卒

業
生
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
グ

ル
ー
プ「
彩
音
」「
デ
ィ
ヴ

ァ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」「
Ｊ
ソ

ロ
イ
ス
ツ
」に
よ
る
演
奏

で
お
客
さ
ま
を
お
も
て

な
し
い
た
し
ま
し
た
。

　

八
十
年
と
い
う
節
目
に
、

学
園
創
立
の
原
点
と
建

学
の
理
念
を
再
確
認
し
、

約
三
時
間
に
わ
た
る
記

念
式
典
は
盛
会
裏
に
終

了
し
ま
し
た
。

賞
に
左
記
の
二
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
は
記
念
式
典
に

お
い
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ミュージカル「秘密の花園（The Secret Garden）」

川並弘純理事長・学園長による式辞

学園 ──────────── 1
大学院・大学・短大 ─ 1・2・3・4
幼児教育専門学校 ──── 4
附属女子中・高 ────── 5
取手聖徳女子中・高  ─── 5・6
小学校 ─────────── 6
幼稚園 ───────── 6・7
インフォメーション ─── 4・6・8

祝
賀
会
開
催

「
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
式
典
」挙
行

未
来
へ
向
け
て
よ
り
し
な
や
か
に
、さ
ら
な
る
発
展
を
誓
う

聖
徳
大
学
看
護
学
部
看
護
学
科
の

設
置
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
！

最
先
端
の
医
療
教
育
設
備
を
配
置
し
た
環
境

　

同
じ
演
目
を
、出
演
者
も
歌

わ
れ
る
言
語
も
変
え
て
二
夜
連

続
で
上
演
す
る
聖
徳
オ
ペ
ラ
。

何
と
も
ぜ
い
た
く
で
挑
戦
的
な

試
み
で
し
た
が
、聖
徳
だ
か
ら

こ
そ
可
能
な
の
だ
と
実
感
で
き

る
満
足
度
の
高
い
公
演
で
し
た
。

学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
オ
ペ

ラ
の
十
月
二
十
六
日（
土
）は
、

台
風
二
十
六
号
の
襲
来
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
し
た
。ハ
ラ
ハ
ラ

さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
お
客

さ
ま
も
、最
高
の
時
間
を
過
ご

さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

前
日
の
公
演
は
、学
生
に
も

理
解
し
や
す
い
日
本
語
で
上
演

さ
れ
た
の
に
対
し
、こ
の
日
は

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
原
曲
通
り
全

部
イ
タ
リ
ア
語
で
歌
わ
れ
、舞

台
の
両
脇
に
置
か
れ
た
字
幕
の

機
械
で
歌
詞
の
内
容
が
表
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」は
、古

今
の
オ
ペ
ラ
の
中
で
も
飛
び
ぬ

け
て
有
名
で
、上
演
頻
度
の
高

い
オ
ペ
ラ
だ
け
に
、質
の
高
さ
が

常
に
要
求
さ
れ
る
厳
し
い
条
件

下
に
あ
る
作
品
と
も
い
え
ま
す
。

こ
の
日
の
舞
台
は
大
変
シ
ン
プ

ル
で
わ
か
り
や
す
く
、音
楽
的

な
水
準
の
高
さ
が
際
立
っ
て
聞

こ
え
ま
し
た
。題
名
役
の
青
戸

知
先
生
と
ス
ザ
ン
ナ
の
宮
部
小

牧
先
生
、小
姓
ケ
ル
ビ
ー
ノ
の

加
賀
ひ
と
み
先
生
は
実
に
適
役
。

機
転
の
利
く
二
人
が
、思
春
期

特
有
の
心
の
揺
れ
動
き
を
抱
え

た
少
年
に
愛
情
を
持
っ
て
接
す

る
様
が
繊
細
に
描
か
れ
ま
し
た
。

　

ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
で
長

く
専
属
ソ
ロ
ス
ト
を
務
め
ら
れ

た
客
員
教
授
の
甲
斐
栄
次
郎
先

生
が
伯
爵
役
で
す
。そ
の
厚
み

と
奥
行
き
の
あ
る
声
が
講
堂
の

隅
々
ま
で
響
き
渡
り
、表
現
の

幅
広
さ
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、伯
爵
夫
人
の
島
崎
智
子

先
生
の
貫
録
あ
る
歌
唱
と
演
技

は
、終
始
安
心
感
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、指
揮
の
高

橋
大
海
先
生
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

そ
し
て
客
員
教
授
の
森
島
英
子

先
生
に
よ
る
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
的

確
な
演
奏
は
、モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

ら
し
さ
を
く
っ
き
り
と
印
象
付

け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

在
学
生
の
松
本
直
子
さ
ん
、

高
津
有
里
さ
ん
、田
島
萌
さ
ん

が
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
堂
々
た
る

姿
を
披
露
し
て
く
れ
、と
て
も

頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。忘
れ

て
な
ら
な
い
の
は
、両
日
の
公

演
で
二
カ
国
語
を
歌
い
分
け
た
、

音
楽
学
部
の
学
生
他
に
よ
る
合

唱
で
す
。ま
さ
に
功
労
賞
を
差

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。創

立
八
十
周
年
記
念
に
ふ
さ
わ
し

い
名
演
は
、皆
さ
ま
の
記
憶
に

長
く
留
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

観客の拍手に応える出演者たち

観劇リポート

書道作品 香順特別賞

絵画作品 香順特別賞

● 氏　名／ 生田 茉奈美さん
● 所　属／ 聖徳大学附属女子高等学校1年

● 作品名／ 「臨 雁塔聖教序（大唐三蔵聖教序）」
● 法量（大きさ）：縦136cm×横35cm　素材：紺紙金泥

● 氏　名／ 釜谷 友梨子さん
● 所　属／ 聖徳大学附属女子高等学校1年
● 作品名／ 「こころ静かに」

りん　がんとうしょうぎょうじょ　だいとうさんぞうしょうぎょうじょ

聖
徳
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念

書
道
・
絵
画
作
品「
香
順
特
別
賞
」受
賞
者

聖
徳
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
　
聖
徳
大
学
音
楽
学
部
オ
ペ
ラ

Ｗ
．Ａ
．モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲「フィ
ガ
ロ
の
結
婚
」

音
楽
総
合
学
科
教
授　

山
本 

ま
り
子

完全ワイヤレスの次世代患者シミュレータ

入
試
日
程
は
、８
ペ
ー
ジ
参
照
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十
月
五
日（
土
）、聖
徳
大
学

オ
ー
プ
ン・ア
カ
デ
ミ
ー
主
催
の

学
園
創
立
八
十
周
年
を
記
念
す

る
行
事
と
し
て
秋
期
公
開
講
演

を
開
催
し
、約
四
百
五
十
名
の

方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、ち
ょ
う
ど
学
園
創
立

三
十
周
年
に
学
園
歌
を
作
詩

い
た
だ
い
た
サ
ト
ウ
ハ

チ
ロ
ー
氏
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、現
サ
ト
ウ
ハ
チ

ロ
ー
記
念
館
館
長
で
ご

子
息
の
佐
藤
四
郎
氏
に

よ
る「
父
サ
ト
ウ
ハ
チ

ロ
ー　

詩
の
世
界
」と
題

し
た
講
演
、
第
二
部
で

は
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
氏
の

作
品
コ
ン
サ
ー
ト
を
企

画
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
川
並
弘
純
学
長
の
挨

拶
で
は
、学
園
創
立
三
十
周
年

の
際
の
、学
園
歌
が
初
め
て
披

露
さ
れ
た
当
時
の
貴
重
な
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。講
演
で
は
、佐

藤
四
郎
氏
ご
自
身
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
皮
切
り
に
、父
で
あ
る
ハ

チ
ロ
ー
氏
の
詩
を
作
る
姿
勢
や

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
話
、

特
に
な
ぜ
童
謡
に
こ
だ
わ
っ
て

詩
を
書
い
た
の
か
、な
ぜ
演
歌

の
作
詩
を
し
な
か
っ
た
の
か
、

唱
歌
と
童
謡
の
違
い
に
つ
い
て

な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。さ
ら
に
、記
念
館
を
岩
手
県

北
上
市
に
移
転
し
た
際
の
、叔

母
で
作
家
の
佐
藤
愛
子
氏
と
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
ユ
ニ
ー
ク
で
、

客
席
か
ら
も
笑
い
が
こ
ぼ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
作
品
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
、本
学
卒
業
生
で
構
成
す

る『Diva-Ranger

（
デ
ィ
ヴ
ァ

レ
ン
ジ
ャ
ー
）』
と
、
本
学
シ

リ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
で
も
お
な

じ
み
の『
Ｊ
ソ
ロ
イ
ス
ツ
』の
両

女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
グ
ル
ー
プ
の

混
成
チ
ー
ム
に
て
、本
学
園
歌

を
軸
に「
か
わ
い
い
ひ
な
ま
つ

り
」「
ち
い
さ
い
秋
み
つ
け
た
」

な
ど
の
誰
も
が
知
っ
て
い
る
歌

や「
夢
淡
き
東
京
」な
ど
の
懐
か

し
い
歌
が
あ
り
、ま
た「
リ
ン
ゴ

の
唄
」は
来
場
者
の
方
も
一
緒

に
歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
氏
の
優
し

い
詩
と
歌
姫
た
ち
の
声
に
会
場

は
包
ま
れ
、そ
の
詩
の
世
界
を

堪
能
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し

た
。

　

八
月
三
十
一
日（
土
）に
開
幕

し
た「
第
六
十
三
回
関
東
大
学

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
戦
」（
四
部
）に
出
場
し
て
い

た
、本
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
は
、十
月
二
十
七
日（
日
）に

行
わ
れ
た
三
・
四
部
入
替
戦
で

見
事
勝
利
し
、三
部
昇
格
を
決

め
ま
し
た
。来
年
度
は
五
年
ぶ

り
の
三
部
で
の
リ
ー
グ
戦
で
す
。

　

予
選
リ
ー
グ
を
六
勝
一
敗
で

終
え
、創
価
大
学
と
の
順
位
決

定
戦
を
76
対
60
で
勝
利
し
、四 

部
三
位
で
入
替
戦
に
臨
み
ま
し

た
。三
部
22
位
の
東
洋
大
学
と

　
十
一
月
九
日（
土
）か
ら
二 

十
四
日（
日
）ま
で
開
催
さ
れ

た「
千
葉
県
女
子
学
生
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
」で
初
優
勝
し
ま
し
た
。

の
入
替
戦
で
は
、前
半
は
相
手

に
6
点
リ
ー
ド
を
許
し
ま
し
た

が
、後
半
で
逆
転
し
、80
対
65
で

勝
利
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、須
藤

由
希
子
さ
ん（
児
童
学
科
小
学

校
教
員
養
成
コ
ー
ス
四
年
）が
、

「
優
秀
選
手
賞
」に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

快
挙！
聖
徳
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

「
関
東
大
学
女
子
リ
ー
グ
戦
」で
三
部
に
昇
格！

●　
聖
徳
大
学
オ
ー
プ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー（
Ｓ
Ｏ
Ａ
）

学
園
創
立
八
十
周
年
記
念 

秋
期
公
開
講
演
を
開
催

いつもご声援ありがとうございます！

佐藤四郎氏

成
二
十
二
年
度
に
結
成

さ
れ
た
音
楽
学
部
音
楽

総
合
学
科
音
楽
教
員
養
成
コ
ー

ス
に
よ
る
合
唱
活
動（
以
下
、音

教
合
唱
）も
四
年
目
を
迎
え
、だ

い
ぶ
軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

一
年
か
ら
四
年
ま
で
の
約
五
十

名
の
学
生
が
、水
曜
の
一
限
に

集
ま
り
、地
道
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

◆
活
動
の
目
的
は
一
つ
目
に
、

近
い
将
来
、教
員
の
道
を
進
も

う
と
し
て
い
る
彼
女
た
ち
が
、

合
唱
活
動
を
通
し
て
、合
唱
力
・

指
導
力
・
協
調
性
な
ど
多
く
の

こ
と
を
学
び
な
が
ら
、学
生
同

士
で
切
磋
琢
磨
し
、感
性
を
高

め
よ
う
と
い
う
も
の
。そ
し
て

二
つ
目
に
、学
年
を
超
え
て
交

流
し
、み
ん
な
の
親
睦
を
深
め

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

◆
演
奏
発
表
の
機
会
は
、主
に

年
に
三
回
あ
っ
て
、①
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
音
楽
教
員
養
成

コ
ー
ス
紹
介
コ
ン
サ
ー
ト（
音

教
ま
つ
り
）〈
八
月
〉、②
聖
徳
祭

で
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト〈
十
一

月
〉、③
学
内
演
奏
会
で
の
発
表

〈
二
月
〉と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
活
動
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
曲
目
に
、学
生
が
力
を
合
わ

せ
て
作
詞
し
た
作
品
も
あ
り

ま
す
。「
か
け
が
え
の
な
い
仲

間
」「
あ
な
た
に
…
」と
い
う
曲

は
そ
れ
ぞ
れ
平
成
二
十
三
年

度
、二
十
四
年
度
の
卒
業
生
が

作
詞
し
、指
導
に
あ
た
っ
て
い

る
松
井
教
員
が
作
曲
し
た
も
の

で
、音
楽
之
友
社
、教
育
芸
術
社

か
ら
出
版
さ
れ
、全
国
の
合
唱

に
携
わ
る
者
へ
と
発
信
し
て
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
も“
音
教
合
唱

こ
こ
に
あ
り
！
”と
い
え
る
活

動
を
少
し
ず
つ
で
も
展
開
し
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
音
楽
学
部
音
楽
総
合
学
科
准

教
授
／
専
門
分
野
は
音
楽
教
育

学
）

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

第 回18
松
井
　
孝
夫

初
優
勝
！！

速
報

音
楽
教
員
養
成
コ
ー
ス
に
よ
る
合
唱
活
動

～
名
付
け
て「
音
教
合
唱
」♪

平

♪聖徳祭でのロビー〔談話室〕コンサートの様子

♪学内演奏会〔香順メディアホール〕での発表の様子

　

九
月
二
十
九
日（
日
）、全
日

本
大
学
女
子
駅
伝
対
校
選
手

権
の
地
区
予
選
を
兼
ね
た「
第

十
九
回
関
東
大
学
女
子
駅
伝

対
校
選
手
権
大
会（
主
催
／
関

東
学
生
陸
上
連
盟
）が
、千
葉

県
印
西
市
の
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
周
回
コ
ー
ス（
六
区
間
、

30・6
㎞
）に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
学
陸
上
競
技
部
は
、キ
ャ
プ

テ
ン
・
嶋
田
美
里
選
手（
人
文

学
部
三
年
）を
中
心
に
昨
年
の

経
験
者
三
名
を
含
ん
だ
チ
ー
ム

編
成
で
、十
六
位
と
健
闘
し
ま

し
た
。全
員
一
丸
と
な
り
、
昨

年
よ
り
も
五
つ
順
位
を
上
げ
、

ゴ
ー
ル
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

創
部
三
年
目
で
、さ
ら
な
る

活
躍
を
期
待
さ
せ
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
陸
上
競
技
部

「
関
東
大
学
女
子
駅
伝
対
校

選
手
権
大
会
」で
記
録
更
新

16
位
へ
順
位
上
げ
る

第6区の菅生晶子選手（人間栄養学部1年）

選手と応援団で記念撮影

　

十
一
月
三
日
付
で
平
成
二
十 

五
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
が
発
令

さ
れ
、本
学
関
係
者
よ
り
下
記

の
先
生
が
受
章
の
栄
に
浴
さ
れ

ま
し
た
。

　

教
職
員
一
同
、心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
お
う
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

黄
綬
褒
章

業
務
精
励

（
中
華
料
理
人
・
卓
越
技
能
）

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

客
員
教
授
　
陳  
建
一
先
生

平
成
二
十
五
年 

秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

平成26年4月に看護学部を新設する聖徳大学と、先進的な
医療展開を行っている新東京病院がリレー形式で医療講座
を開設します。病気を正しく理解して、より健康な生活をおくる
ことができるようぜひご受講ください。

 

 

 

 

お申し込み・お問い合わせ先：生涯学習課　TEL：０４７-３６５-３６０１
受講料 無料 【定員】180名  【会場】聖徳大学  【時間】13：00〜14：30（90 分）

聖徳大学と新東京病院のリレー医療講座
健康な社会づくりのために

要申込み

ディヴァレンジャーと J ソロイスツのステージ

平成26年4月

看護学部
新設！

平成25年

平成26年

平成26年

平成26年

12月14日（土）

1月25日（土）

2月15日（土）

3月15日（土）

医療の未来に向けて
認知症の理解と対応
心臓病について
中高年の尿もれ対策

新東京病院院長

聖徳大学学長特別補佐
（看護学部設置準備担当）

新東京病院
心臓内科主任部長

聖徳大学看護学部長
就任予定者

中村 淳

水戸 美津子

中村 勝太郎

佐藤 和子
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皆
さ
ん
は
、「
な
ぜ
学
ぶ
の
で

す
か
」と
後
輩
に
尋
ね
ら
れ
た

ら
、ど
の
よ
う
に
答
え
ま
す
か
。

「
将
来
役
立
つ
か
ら
」「
資
格
取

得
の
た
め
」「
教
員
に
な
り
た
い

か
ら
」な
ど
と
答
え
る
で
し
ょ
う

か
。し
か
し
、こ
れ
は
ほ
ん
と
う
に

正
し
い
応
答
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
◯
◯
に
な
る
」「
△
△
の
資

格
を
と
る
」、も
ち
ろ
ん
、誤
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。私
た
ち
も

こ
う
し
た
皆
さ
ん
の
夢
が
か
な

う
よ
う
、応
援
し
て
い
ま
す
。し

か
し
、そ
の
先
を
考
え
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。皆
さ
ん
は
、

何
か
の
資
格
を
取
得
し
た
り
、

何
か
の
仕
事
に
就
く
わ
け
で
す
。

そ
れ
は
、何
の
た
め
、誰
の
た
め

な
の
で
し
ょ
う
か
。資
格
を
と
る

と
い
う
こ
と
は
、手
段
、ひ
と
つ
の

通
過
点
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。

そ
の
先
に
こ
そ
、皆
さ
ん
が
ほ

ん
と
う
に
実
現
し
た
い
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
教
員
に
な
り（
手
段
）、表
現

力
豊
か
な
人
材
を
育
て
た
い

（
目
的
）」「
保
育
者
に
な
り（
手

段
）、子
育
て
す
る
夫
婦
が
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
に
支
援
し
た

い（
目
的
）」な
ど
、い
ま
皆
さ
ん

が
描
い
て
い
る
目
的
や
夢
の
先

に
は
、こ
う
し
た
こ
と
が
き
っ

と
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期

大
学
部
の
卒
業
生
の
会
で
あ
る

香
和
会
は
こ
の
秋
、全
国
七
支

部
で
、聖
徳
学
園
八
十
周
年
お

よ
び
香
和
会
創
立
四
十
五
周
年

を
記
念
す
る
支
部
パ
ー
テ
ィ
ー

を
展
開
中
で
す
。

　

九
月
八
日（
日
）に
は
、甲
州
・

中
部
・
東
海
支
部
が
山
梨
県
甲

府
市
で
、十
五
日（
日
）に
は
北
海

道
・
東
北
支
部
が
福
島
県
郡
山

市
で
、二
十
二
日（
日
）に
は
北

陸
・
上
信
越
支
部
が
新
潟
県
長

岡
市
で
開
催
し
ま
し
た
。ま
た

十
月
二
十
七
日（
日
）に
は
、九

州
・
沖
縄
支
部
が
那
覇
市
で
支

部
パ
ー
テ
ィ
ー
を
川
並
弘
純
学

長
他
、先
生
方
を
迎
え
、開
催
し

　

皆
さ
ん
も
よ
く
知
っ
て
い
る

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
マ
ー
チ
」（
作

詞
：
や
な
せ
た
か
し
、作
曲
：

三
木
た
か
し
）の
歌
詞
を
思
い

出
し
て
く
だ
さ
い
。曲
の
冒
頭

で
は
、生
き
る
目
的
を
問
う
て
い

ま
す
よ
ね
。や
な
せ
た
か
し
さ

ん
は
、残
念
な
が
ら
、今
年
十
月

に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、子
ど
も
た
ち
に

ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
た

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。皆
さ

ん
は
資
格
を
と
っ
て
、そ
れ
を

何
の
た
め
、誰
の
た
め
に
生
か

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

今
の
学
び
と
将
来
を
つ
な
げ

て
考
え
た
り
、学
ん
だ
こ
と
を

ど
の
よ
う
に
社
会
で
使
う
の
か

が
わ
か
る
と
、学
習
が
楽
し
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。学
ん

で
い
る
と
、な
ぜ
学
ぶ
の
か
が

わ
か
ら
な
い
な
ど
の「
迷
路
」

に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。そ
ん
な
と
き
は
、
ぜ

ひ
、そ
の
迷
路
を
ほ
ぐ
し
に
聖

徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、皆
さ
ん
の

学
び
の
デ
ザ
イ
ン
、キ
ャ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
、学
習
法
全
般
に
関
わ

る
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
学
ぶ
の
か　
―　
学
び
の
ほ
ん
と
う
の
目
的
と
は　
―

聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

短
期
大
学
部
総
合
文
化
学
科

と
千
葉
興
業
銀
行
の
共
催
に
よ

る
見
本
市「
千
産
千
商
２
０
１
３ 

in
聖
徳
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今
回
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

県
内
外
か
ら
企
業
十
二
社
が
参

加
、そ
れ
ぞ
れ
千
葉
県
産
の
商

品
の
販
売
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

　

短
期
大
学
部
総
合
文
化
学
科

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
チ
の
学
生

が
、聖
徳
祭
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。学
生

た
ち
は
、二
日
間
計
八
ス
テ
ー

ジ
、自
ら
作
っ
た
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
ド
レ
ス
を
着
て
出
演
、
観

客
の
熱
い
視
線
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
は
、

　

十
一
月
九
日（
土
）・十
日（
日
）、

第
四
十
九
回
聖
徳
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。当
日
は
恒
例
の
管
理

栄
養
士
を
目
指
す
学
生
た
ち
に

よ
る「
キ
ッ
チ
ン
ソ
ル
ト
」や

「
ケ
ー
キ
ハ
ウ
ス
」を
は
じ
め
、

各
ク
ラ
ス
に
よ
る
授
業
の
研
究

成
果
発
表
、ク
ラ
ブ
・
同
好
会
の

部
員
が
一
丸
と
な
っ
て
作
り
上

げ
た
華
や
か
な
野
外
ス
テ
ー
ジ

発
表
な
ど
、日
ご
ろ
の
成
果
の

一
端
を
披
露
し
ま
し
た
。学
生

た
ち
の
熱
意
と
テ
ー
マ
に
込
め

ら
れ
た
想
い
が
通
じ
、一
万
人

を
超
え
る
来
場
者
で
キ
ャ
ン
パ

ス
内
が
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

後
期
授
業
が
始
ま
っ
た
直
後

の
九
月
二
十
六
日
か
ら
、大
学

三
年
生
・
短
期
大
学
部
一
年
生

の
企
業
系
就
職
希
望
者
約
四
百

人
を
対
象
と
し
て
、「
平
成
二
十 

五
年
度　

夢
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
毎
週
木
曜
）が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、近

年
企
業
が
正
規
社
員
で
は
な

く
、非
正
規
社
員
を
雇
用
す
る

傾
向
に
あ
り
、就
職
が
厳
し
く

な
る
中
で
、本
学
学
生
が
就
職

内
定
を
勝
ち
取
れ
る
よ
う
支
援

す
る
活
動
で
す
。

　

そ
れ
に
は
、履
歴
書
や
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
上
手
く
書
く

　

中
で
も
人
気
に
な
っ
た
の

は
、同
学
科
と
八
千
代
市
に
工

場
が
あ
る
興
真
乳
業
株
式
会
社

が
開
発
し
た“
聖
徳
ブ
ラ
ン
ド
”

の
新
タ
イ
プ
プ
リ
ン「
ち
ば
た

ま
・
に
ゅ
う
プ
リ
ン
」と
、昨
年

に
続
き
、
総
合
文
化
学
科
が

開
発
し
た
メ
ロ
ン
パ
ン「
と
き

め
く
♡
メ
ロ
ン
パ
ン
」で
す
。両

日
と
も
、学
生
や
一
般
市
民
が

店
頭
に
殺
到
、い
ず
れ
も
三
十

分
で
売
り
切
れ
と
な
る
ほ
ど

の
人
気
で
し
た
。

　

こ
の「
千
産
千
商
」は
、同
学
科

と
千
葉
興
業
銀
行
が
二
〇
一
〇

年
に
結
ん
だ
産
学
連
携
協
定
に

基
づ
い
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
、今
年
で
四
回
目
と
な

り
ま
す
。出
展
企
業
は
、千
葉
県

産
農
産
物
や
県
内
で
加
工
・
製

造
し
て
い
る「
お
い
し
い
食
べ
も

の
」を
展
示
・
販
売
し
ま
し
た
。

今
年
の
参
加
企
業
は
昨
年
を
三

社
上
回
り
ま
し
た
。

　

プ
リ
ン
と
メ
ロ
ン
パ
ン
は
、

同
学
科
製
菓
ブ
ラ
ン
チ（
佐
藤

利
枝
子
准
教
授
指
導
）で
開
発

し
た
も
の
で
、原
材
料
は
す
べ

て
千
葉
産
で
す
。

開
発
に
あ
た
っ

た
白
戸
里
実
さ

ん（
二
年
）
は
、

「
自
分
だ
っ
た

ら
、こ
ん
な
プ
リ

ン
が
食
べ
た
い

と
思
う
と
こ
ろ

か
ら
発
想
し
ま

し
た
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

指
導
教
員
の
杉
本
幸
子
教
授
の

発
案
で
、学
生
た
ち
は
春
先
か

ら
準
備
、夏
休
み
を
返
上
し
て

課
題
の
ド
レ
ス
を
制
作
し
ま
し

た
。当
日
は
、モ
デ
ル
と
し
て
他

ブ
ラ
ン
チ
の
学
生
も
協
力
し
ま

し
た
が
、そ
の
一
人
、古
山
春

香
さ
ん
は
、「
緊
張
し
て
顔
が
引

き
つ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

楽
し
か
っ
た
で
す
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
男
性
モ
デ

ル
と
し
て
、
音
楽
学

部
演
奏
学
科
の
北
川

森
央
講
師
と
総
務
課

の
大
杉
一
郎
さ
ん
が

出
演
。見
事
な
リ
ー
ド

役
を
果
た
し
た
北
川

講
師
は
、「
楽
し
か
っ

た
で
す
ね
。
次
回
は

（
専
門
の
）フ
ル
ー
ト

を
演
奏
し
な
が
ら
や

り
ま
し
ょ
う
か
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
回
は
学
友
会
を
中

心
に
、児
童
虐
待
防
止
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
を
来
場
者
に
配
布
し
、

虐
待
の
な
い
社
会
を
築
く
こ
と

の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

聖徳ラーニングデザインセンター（大学1号館1階）の様子

〈聖徳ラーニングデザインセンターを利用して
よかったこと（学生の声）〉

・ 「自分自身の課題が発見でき、やる気が湧いてきた」
・ 「手帳を使って細かく時間管理をしたら、課題など余裕

をもって終わらせることができるようになった」
・ 「セミナーを受けて、レポートの書き方のコツが徐々に

わかってきた」
・ 「エントリーシートなどを作成するための文章力が身に

ついてきた」
・ 「問題の解き方がわかり、うれしくなった」
・ 「通学時間、空き時間などを活用するコツがわかった」

など

総
合
文
化
学
科 

製
菓
ブ
ラ
ン
チ

総
合
文
化
学
科 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
チ

学
生
考
案
の
プ
リ
ン
、メ
ロ
ン
パ
ン
が
登
場

「
千
産
千
商
２
０
１
３
in
聖
徳
祭
」

学
生
制
作
の
ウ
エ
ディ
ン
グ
ド
レ
ス
を
披
露

“
秋
本
番
”笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
香
和
会

支
部
パ
ー
ティ
ー 

全
国
で
展
開
中

目
指
せ
絶
対
内
定
！

「
平
成
二
十
五
年
度 

夢
実
現
プ
ロ
ジェ
ク
ト
」

ま
し
た
。

　

北
海
道
・
東
北

支
部（
小
金
森
姫

子
支
部
長
）は
、今

年
で
三
回
目
と
な

る
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援「
和
の

絆
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
郡
山
市
に
お
い

て
、
本
学
卒
業
生

の
女
声
ア
ン
サ
ン

ブ
ル「
デ
ィ
ヴ
ァ

レ
ン
ジ
ャ
ー
」
の

出
演
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

那
覇
で
の「
第
十
九
回
九
州
・

沖
縄
支
部
パ
ー
テ
ィ
ー
」は
、本

年
八
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
豊
川

洋
子
支
部
長
を
偲
ぶ
思
い
出
の

会
と
な
り
ま
し
た
。来
年
は
同

支
部
の
二
十
周
年
で
す
。

　

卒
業
生
の
活
躍
と
し
て
は
、

甲
府
市
で
採
用

試
験
に
十
数
回

挑
戦
し
、本
年
正

規
採
用
に
な
っ

た
橘
田
さ
ん（
初

等
教
育
学
科
卒

業
）、那
覇
で
は

沖
縄
の
ラ
ジ
オ

局
で
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
と

し
て
活
躍
中
の

城
間
さ
ん（
英
米

文
化
学
科
卒
業
）

が
、後
援
会
の
体
験
発
表
後
、支

部
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ま
も
支
部
パ
ー

テ
ィ
ー
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。支
援

活
動
は
、全
十
回
の
講
座
で
構

成
さ
れ
ま
す
。具
体
的
に
は
、ま

ず
専
門
の
講
師
に
よ
る
講
義
が

あ
り
、そ
の
後
、約
十
人
の
学
生

に
一
人
の
教
職
員
が
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
、学
生
を

直
接
指
導
し
ま
す
。

　

履
歴
書
欄
の「
私
の
特
長
」

「
研
究
課
題
」「
学
業
以
外
に
力

を
注
い
だ
こ
と
」「
趣
味
・
特
技
」

な
ど
を
具
体
的
に
埋
め
る
こ
と

は
困
難
を
伴
い
ま
す
が
、学
生

た
ち
は
指
導
に
よ
っ
て
徐
々
に

上
手
く
書
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
は
、

教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
学
生

の
就
職
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
が
、講
座
の
回
を
重
ね

る
ご
と
に
学
生
の
就
職
に
対
す

る
意
欲
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 「目指せ絶対内定！」を合言葉に教職員が全力で支援しています

北海道・東北支部パーティー

児童虐待防止のオレンジリボンブース

プリン、メロンパンを販売する学生たち

ちばたま・にゅうプリン
（ほうじ茶味・カスタード味）

古山春香さん
（図書館司書ブランチ2年）

斉藤真彩さん
（ファッションブランチ2年）

第49回 聖徳祭「スマイル聖徳 Festa」開催
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十
一
月
三
日（
日
・
祝
）、聖
徳

学
園
三
田
幼
稚
園
と
合
同
の

「
聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。天
候
に
恵
ま

れ
、園
児
や
保
護
者
、専
門
学
校

生
、卒
園
児
、卒
業
生
が
来
場

し
、創
立
八
十
周
年
に
ふ
さ
わ

し
く
大
盛
況
で
し
た
。

　

三
田
幼
稚
園
で
は
、お
い
し

そ
う
な
香
り
漂
う
模
擬
店
や
、

品
揃
え
豊
富
な
バ
ザ
ー
、行
列

の
で
き
る
お
ば
け
屋
敷
な
ど
、

ど
こ
を
見
て
も
温
か
い
雰
囲
気

に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

専
門
学
校
で
は
、授
業
で
学

ん
だ
成
果
を
発
揮
し
、愉
快
な

人
形
劇
や
折
り
紙
の
力
作
を
披

露
し
ま
し
た
。「
お
ね
え
さ
ん
と

あ
そ
ぼ
う　

に
こ
に
こ
パ
ー

ク
」で
は
、一
心
不
乱
に
紙
工
作

を
す
る
園
児
、真
剣
に
輪
投
げ

　

澄
み
渡
る
青
空
と
爽
や
か
な

秋
晴
れ
の
中
、芝
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
、専
門
学
校
と

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園
の
合
同

運
動
会
が
九
月
二
十
九
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。学
生
た

ち
は
、学
生
役
員
と
し
て
、競
技

進
行
・
会
場
・
受
付
・
放
送
・
売

店
・
園
児
係
を
担
当
し
、早
朝
の

会
場
設
営
か
ら
最
後
の
片
付
け

ま
で
、運
動
会
に
お
け
る
運
営

方
法
を
学
ぶ
実
践
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

専
門
学
校
生
と
し
て
の
参
加

種
目
は
、園
児
と
の
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
、綱
引
き
、マ
ス
ゲ
ー
ム

ダ
ン
ス
で
し
た
。閉
会
式
の
講

　

十
月
二
十
五
日（
金
）、「
第
三

回
学
内
合
同
企
業
就
職
説
明
会

in
聖
徳
大
学
」を
開
催
し
ま
し

た
。就
職
環
境
が
依
然
厳
し
い

中
、採
用
活
動
を
行
っ
て
い
る

中
堅
・
中
小
企
業
へ
の
就
職
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
上

で
、企
業
と
学
生
の
出
会
い
を

一
つ
で
も
多
く
取
り
持
つ
た

め
、実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
ア
パ
レ
ル
、冠
婚
葬

祭
、教
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
多
種

多
様
な
業
界
の
企
業
二
十
社

と
、相
談
ブ
ー
ス（
ま
つ
ど
新
卒

応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）の
参
加

が
あ
り
、大
学
四
年
生
・
短
大
部

二
年
生
が
熱
心
に
話
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。企
業
か
ら
も「
ぜ
ひ

当
社
を
受
験
し
て
ほ
し
い
」な

ど
、声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た

を
す
る
園
児
、ボ
ー
ル
が
命
中

し
て
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
園
児
、

玉
入
れ
に
成
功
し
て
拍
手
を
も

ら
う
園
児
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。学
生
た

ち
も
、園
児
た
ち
と
の
関
わ
り

を
楽
し
み
、自
分
た
ち
も
お
店

を
巡
り
、も
て
な
す
喜
び
と
、も

て
な
さ
れ
る
喜
び
の
、両
方
を

　

聖
徳
大
学
Ｓ
Ｏ
Ａ
音
楽
研
究

セ
ン
タ
ー
主
催「
平
成
二
十
五

年
度
卒
業
生
の
た
め
の
秋
期
音

学
生
も
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
室
は
、ス
タ

ッ
フ
八
名
と
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
一
名
で
個
別
就
職
支
援

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

感
じ
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
し

た
。

　

お
別
れ
の
音
楽
が
流
れ
、名

残
惜
し
そ
う
に
振
り
返
り
な
が

ら
帰
る
園
児
た
ち
と
、ど
こ
か

寂
し
い
気
持
ち
を
抱
え
て
片
付

け
始
め
る
学
生
た
ち
が
印
象
的

で
し
た
。楽
し
い
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
去
り
ま
す

が
、年
に
一
度
の
夢
の
よ
う
な

時
間
だ
か
ら
こ
そ
、「
に
こ
に
こ

ま
つ
り
」は
記
憶
に
い
つ
ま
で

も
鮮
明
に
残
り
続
け
ま
す
。

評
で
は
、演
技
や
行
動
に
お
褒

め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、こ
れ

か
ら
の
学
習
意
欲
に
つ
な
が
る

貴
重
な
経
験
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、万
歩
計
を
装
着
し
て

参
加
し
た
結
果
、
ほ
と

ん
ど
の
学
生
が
一
万
五 

千
歩
以
上
活
動
し
て
お

り
、
二
万
歩
を
超
え
た

学
生
も
い
ま
し
た
。幼

児
教
育
者
と
し
て
体
力

の
必
要
性
を
実
感
し
た

一
日
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
ま
で
笑
顔
を
絶

や
す
こ
と
な
く
、
明
る

く
元
気
な
学
生
た
ち
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。こ
の
充
実
し

た
体
験
が
、
今
後
の
学

習
に
生
か
さ
れ
て
い
き

ま
す
。

楽
療
法
研
修
会
」が
十
月
二
十

日（
日
）、大
学
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

音
楽
学
部
音
楽
総
合
学
科

音
楽
療
法
コ
ー
ス
は
今
年
の

三
月
に
十
三
回
目
の
卒
業
生

を
送
り
出
し
、コ
ー
ス
卒
業

生
総
数
は
約
二
百
九
十
名
に

な
り
ま
す
。
今
回
は
平
成

十
五
年
か
ら
今
年
ま
で
の
卒

業
生
あ
わ
せ
て
十
一
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、村
井
靖
児
教
授
か

ら
日
本
音
楽
療
法
学
会
の
動

向
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
、

そ
の
後
、事
例
研
究
の
方
法

と
小
論
文
の
書
き
方
に
つ
い
て

郡
司
正
樹
准
教
授
の
講
義
が
続

き
ま
し
た
。さ
ら
に
、学
会
認
定

音
楽
療
法
士
の
資
格
を
持
っ
て

い
る
卒
業
生
に
は
更
新
に
必
要

な
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
が
古

平
孝
子
講
師
か
ら
、こ
れ
か
ら

実
技
試
験
を
受
け
る
卒
業
生
に

は
試
験
に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
原
沢
康
明
教
授
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
あ
り
ま
し
た
。

　

昼
休
み
に
は
卒
業
生
の
近
況

報
告
も
あ
り
、終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、会
は
進
行
し
ま

し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
大
学
に
来
た
卒

業
生
、遠
方
か
ら
参
加
し
た
卒

業
生
も
お
り
、閉
会
後
も
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
や
先
生
方
と
の
再
会

に
話
が
尽
き
な
い
よ
う
で
し

た
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
び

「
聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り
」

平
成
二
十
五
年
度 

合
同
運
動
会

音
楽
療
法
コ
ー
ス

「
卒
業
生
の
た
め
の

秋
期
音
楽
療
法
研
修
会
」開
催

研修会の様子

熱気が溢れる会場の大学１号館メディアラウンジ

子どもの笑顔がいっぱい

キ
ャ
ン
パ
ス
で
就
職
活
動

「
第
三
回
学
内
合
同
企
業
就
職

説
明
会
in
聖
徳
大
学
」開
催

　

私
た
ち
人
文
学
部
日
本
文
化

学
科
は
、九
月
五
日（
木
）か
ら

北
京
・
西
安
・
上
海
を
め
ぐ
る
十

日
間
の
研
修
旅
行
に
行
き
ま
し

た
。私
は
、初
め
て
の
海
外
旅
行

で
楽
し
み
よ
り
不
安
な
気
持
ち

の
方
が
大
き
か
っ
た
の
で
す

が
、友
人
・
先
生
・
コ
ン
ダ
ク
タ

ー
の
方
な
ど
多
く
の
方
の
お
か

げ
で
、と
て
も
充
実
し
た
十
日

間
に
な
り
ま

し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
場
所
が
多
く
す

べ
て
は
書
き
き
れ
な
い
の
で
、

特
に
印
象
に
残
っ
た
見
学
地
の

二
つ
を
紹
介
し
ま
す
。ま
ず
、一

つ
目
は
北
京
で
観
劇
し
た
京
劇

で
す
。私
は
演
劇
が
好
き
な
の

で
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。観
劇
し
て
み
て
独
特
の

化
粧
、立
ち
回
り
、歌
い
方
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、西
安
の
兵
馬
俑

坑
で
す
。教
科
書
や
テ
レ
ビ
で

は
何
度
も
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、実
際
に
見
て
み
る
と

兵
馬
俑
は
と
て
も
大
き
く
迫
力

が
あ
り
、顔
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
は
、万
里
の
長
城
、

華
清
池
、魯
迅
旧
居
な
ど
も
見

学
し
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
の
背
景
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、歴
史
を
少
し
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

十
日
間
で
、今
ま
で
私
が
知

っ
て
い
た
中
国
の
歴
史
は
と
て

も
浅
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
、も
っ
と
歴
史

を
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、中
国
に
行
く
機
会

を
与
え
て
く
れ
た
両
親
に
感
謝

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

上海バンドにて

学
生
の
海
外
研
修
リ
ポ
ー
ト

北
京
・
西
安
・
上
海
を
め
ぐ
る
十
日
間

人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
・
歴
史
文
化
コ
ー
ス
二
年

橋
本 

佳
奈

マスゲーム

詳細はホームページでご確認ください。   http://www.kasuganomori.com

ご予約・お問い合わせは
現地フロント係が承ります。
お気軽にお電話ください！

TEL. 0267-52-2111
学生・教職員５,４００円〜

卒業生・家族・同伴者８,３００円〜

〈
ご
利
用
料
金
〉

〈
ご
予
約
〉

（1泊2食付）

長野県佐久市春日2258-1

　11月9日（土）、10日（日）に第49回聖徳祭が
開催されました。今年も「かすがの森」から
模擬店を出店し、地元の佐久市で生産され
た飲むヨーグルト、リンゴ、手作りジャム、
五郎兵衛米、ハチミツを販売しました。
　模擬店を出店するようになり4年目に
なりますが、毎年楽しみにして来てくださ
るお客さまも増え、「かすがの森」を知って
いる方も増えてきました。

今年も聖徳祭に模擬店を出店

500円以上お買い上げの方に
「かすがの森ペア宿泊券（特賞）」が当たる福引を実施

信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート

一般9,400円〜のところ
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附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
・

本
校
創
立
三
十
周
年
記
念「
第

三
十
一
回
聖
徳
祭
」が
九
月
二 

十
八
日（
土
）、二
十
九
日（
日
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。三
十
周
年

記
念
式
典
な
ど
を
通
し
て
学
校

の
歴
史
を
よ
り
深
く
知
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、先
輩
の
築
い
た

伝
統
を
引
き
継
ぎ
、今
度
は
新

た
な
歴
史
を
作
り
上
げ
る
と
い

う
再
出
発
の
意
味
を
込
め
て
、

文
化
委
員
会
が
提
案
し
た『R

E
- 

ST
A

R
T

』と
決
ま
り
ま
し
た
。

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
数
々
の
企
画

が
あ
が
り
、夏
休
み
前
か
ら
各

団
体
で
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。生
徒
の
取
り
組
み
も
素
晴

ら
し
く
、上
級
生
を
中
心
と
し

た
委
員
会
・
部
活
動
の
発
表
で

は「
さ
す
が
」と
い
う
声
が
上

が
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
も
の

　

十
月
十
二
日（
土
）、聖
徳
学

園
創
立
八
十
周
年
・
本
校
創
立

三
十
周
年
記
念「
第
三
十
一
回

体
育
祭
」が
快
晴
の
も
と
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。開
催
前
は

で
し
た
。ま
た
、
学
級
参
加
や

学
年
参
加
の
発
表
も
普
段
の

充
実
し
た
生
活
が
う
か
が
え

る
も
の
で
し
た
。

　

二
日
間
と
も
に
晴
天
に
恵
ま

れ
、思
い
出
に
残
る
聖
徳
祭
に

な
り
ま
し
た
。
初
日

は
、中
学
生
英
語
劇
コ

ン
テ
ス
ト
と
普
通
科

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が

行
わ
れ
、在
校
生
、保

護
者
に
公
開
し
、二
日

目
は
一
般
公
開
を
し

ま
し
た
。聖
徳
祭
最
後

を
飾
る
六
学
年
企
画

の
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ

ー
レ
で
は
、全
校
生
徒

が「
30
」の
人
文
字
を

作
り
、印
象
深
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。生
徒

個
人
の
力
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、聖
徳
祭
運

台
風
の
影
響
も
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
も
よ
く
、練
習
も
含
め

て
順
調
に
準
備
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

体
育
祭
当
日
は

十
月
も
半
ば
に
さ

し
か
か
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

気
温
が
三
十
度
を

超
え
る
な
ど
、雨
ど

こ
ろ
か
熱
中
症
の

心
配
を
す
る
ほ
ど

の
好
天
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。競
技
は
、

選
手
種
目
の
百
メ

ー
ト
ル
競
争
を
皮

切
り
に
各
学
年
種

目
も
順
調
に
進
み
、

営
に
あ
た
り
聖
徳
祭
実
行
委
員

の
生
徒
、後
援
会
評
議
委
員
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
保
護
者
の
皆

さ
ま
、さ
ら
に
生
徒
と
共
に
展

示
会
場
作
成
・
準
備
に
携
わ
っ

た
教
職
員
な
ど
す
べ
て
の
力
が

結
集
し
た
成
果
で
す
。

　

三
十
年
間
の
歴
史
と
伝
統
を

心
に
刻
み
、本
校
は
新
た
な
未

来
に
向
け
、『R

E
ST

A
R

T

』し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
徒
の
赤
・
青
の
応
援
に
も
力

が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
各
種
目
の
ポ
イ
ン
ト

を
生
徒
に
伝
え
て
競
技
を
行

い
、よ
り
各
色
の
学
年
を
超
え

た
協
力
性
を
促
し
ま
し
た
。そ

の
結
果
、午
後
の
中
ご
ろ
ま
で

は
追
い
つ
追
わ
れ
つ
の
大
接
戦

と
な
り
、各
学
年
と
も
大
変
白

熱
し
た
戦
い
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。最
終
結
果
は
赤
組

が
総
合
優
勝
、応
援
合
戦
優
勝

と
二
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
保
護
者
、そ
し
て
来

賓
の
皆
さ
ま
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
の
体
育
祭
も
無
事
成
功

裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。ま
た
、
来
年
の
開
催

に
向
け
て
体
育
科
一
同
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

図
書
委
員
会
が
古
本
市
で

「
ボ
ラ
ン
ティ
ア・ス
ピ
リ
ッ
ト
賞
」受
賞

　

十
月
十
一
日（
金
）に
中
川
学

園
調
理
技
術
専
門
学
校
に
て
、

「
第
三
十
三
回
牛
乳
・
乳
製
品
利

用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
茨
城
県
大

会（
実
技
審
査
）」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、事
前

に
書
類
審
査
が
あ
り
、本
校
で

は
高
校
生
に
夏
休
み
の
課
題
と

し
て
レ
シ
ピ
の
考
案
を
さ
せ
て

い
ま
す
。書
類
審
査
の
結
果
、普

通
科
進
学
コ
ー
ス
二
年
の
飯
塚

望
月
さ
ん
の「
牛
乳
入
り
長
芋

も
ち
in
枝
豆
」が
、書
類
審
査

上
位
十
名
に
選
ば
れ
、実
技
審

査
に
臨
み
ま
し
た
。本
コ
ン
ク

　

九
月
二
十
一
日（
土
）・
二
十 

二
日（
日
）に
開
催
し
た
聖
徳
祭

で
、図
書
委
員
会
は
、「
第
二
回 

ー
ル
へ
の
出
場
は
、三
年
連
続

四
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

中
間
考
査
期
間
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、制
約
が
あ
る
な
か
で

の
練
習
と
な

り
ま
し
た

が
、
味
に
つ

い
て
は
調
味

料
の
配
合
を

比
較
し
、
焼

き
加
減
や
盛

り
付
け
に
試

行
錯
誤
を
繰

り
返
し
ま
し

た
。

　

実
技
審
査

取
手
聖
徳
古
本
市“
絆
”」を
開

催
し
ま
し
た
。ご
来
校
の
皆
さ

ま
に
古
本
を
購
入
い
た
だ
き
、

そ
の
収
益
は
昨

年
同
様
、
あ
し

な
が
学
生
募
金

事
務
局
を
通
し

て
、
親
の
い
な

い
高
校
生
へ
の

奨
学
金
と
し
て

有
効
活
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
こ
の

「
聖
徳
古
本
市
」

の
活
動
で
、
中

高
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な

ど
の
社
会
奉
仕

活
動
を
支
援
す

る「
平
成
二
十 

で
は
、①
普
及
性（
料
理
の
し
や

す
さ
、ア
レ
ン
ジ
、キ
ッ
チ
ン
道

具
、材
料
の
入
手
）、②
独
創
性

（
ア
イ
デ
ア
の
斬
新
さ
）、③
味

覚（
美
味
し
さ
）、④
利
便
性（
牛

乳
・
乳
製
品
の
使
用
）、⑤
総
合

（
全
体
的
評
価
）の
五
項
目
で
審

査
さ
れ
ま
す
。当
日
は
、慣
れ
な

い
環
境
に
も
か
か
わ
ら
ず
、最

後
ま
で
作
り
上
げ
、見
事「
優
良

賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

五
年
度
第
十
七
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
賞
」（
主
催
：

プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
、

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
、日
本

教
育
新
聞
社
他
、後
援
：
文
部

科
学
省
、日
本
赤
十
字
社
）に
エ

ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。同
賞
選
考

委
員
会
の
厳
正
な
る
審
査
の
結

果
、「
関
東
第
二
ブ
ロ
ッ
ク 

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
賞
」を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

な
お
、十
一
月
九
日（
土
）、水

戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
の
表
彰
式

に
は
、小
川
裕
子
委
員
長（
高

三
）が
図
書
委
員
会
を
代
表
し

て
列
席
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、中
高
生
図
書
委
員
全

四
十
四
名
が
、「
第
八
十
七
回 

あ

し
な
が
学
生
募
金（
平
成
二
十 

五
年
度
・
秋
季
）の
街
頭
募
金
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

た
こ
と
に
よ
る
資
格
」を
あ
し

な
が
学
生
募
金
事
務
局
と
の
協

議
に
よ
り
授
与
さ
れ
る
な
ど
、

日
々
活
躍
し
て
い
ま
す
。

全校生徒による「30」の人文字

玉いれの攻防戦

賞状を手にする飯塚望月さん

図書委員会の生徒による記念撮影

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

第
三
十
一
回 

聖
徳
祭
を
終
え
て

第
三
十
一
回 

体
育
祭
を
終
え
て

「
第
三
十
三
回
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
茨
城
県
大
会
」で
優
秀
賞

附
属
女
子
中
高
同
窓
会

爽
和
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
サ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
講
習
会
」

◎ 

12
月
開
催

チ
ャ
ー
」で
す
。

　

当
日
は
、ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー

ツ
で
バ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ム
を
作

る
予
定
で
す
。講
師
は
、
一
期

生
の
高
畠
麻
衣
子
さ
ん
で
す
。

こ
の
文
化
活
動
は
お
嬢
さ
ま

を
附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学

校
に
入
学
さ
せ
て
い
る
お
母

さ
ま
が
対
象
で
す
。昨
年
も
大

変
好
評
で
、今
回
も
期
待
の
声

が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
始
め
た
爽
和
会

文
化
活
動
第
二
弾「
カ
ラ
ー
de

サ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
講
習
会
」

を
十
二
月
七
日（
土
）に
附
属

女
子
高
等
学
校
で
行
い
ま
す
。

　

太
陽
の
光
は
、空
気
中
の
水

滴
に
よ
っ
て
屈
折
・
反
射
さ
れ

る
時
に
水
滴
が
プ
リ
ズ
ム
の

役
割
を
す
る
た
め
、光
が
分
解

さ
れ
て
色
の
帯
に
見
え
ま
す
。

こ
れ
を
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
で

作
り
出
す
の
が「
サ
ン
キ
ャ
ッ

　

平
成
二
十
六

年
一
月
十
三
日

（
月
・
祝
）、
成
人

の
日
に
は
、「
第

五
回
聖
徳
成
人

式
」が
開
催
さ
れ

ま
す
。卒
業
生
の

間
で
も
す
っ
か

り
定
着
し
た
行

事
と
な
り
ま
し

た
。毎
年
三
月
発

行
の
爽
和
会
会

報
の
表
紙
を
成

人
式
の
写
真
で

飾
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
悪

天
候
に
も
か
か

わ
ら
ず
五
十
八

名
が
集
ま
り
ま

し
た
。今
年
度
は

天
候
に
恵
ま
れ

る
こ
と
、ま
た
大

勢
の
卒
業
生
が

集
う
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

昨年の第4回聖徳成人式（大学10号館にて）

「
聖
徳
成
人
式
」 

◎ 

平
成
26
年

1
月
開
催

教
諭

  

石
塚 

理
恵
子
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毎
年
十
二
月
の
初
旬
に
も
ち

つ
き
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
家
庭
で
は
臼
と
杵
を
使

っ
て
も
ち
を
つ
く
こ
と
が
少
な

く
、園
児
た
ち
は
ど
の
よ
う
に

お
も
ち
が
出
来
上
が
る
の
か
、

興
味
深
く
用
具
を
眺
め
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
教

職
員
だ
け
で

な
く
、
幹
事

の
お
母
さ
ま

に
、
つ
い
た

も
ち
を
返
し

た
り
、
も
ち

を
丸
め
た

り
、
お
手
伝

い
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

園
庭
で
は
、

園
児
が
も
ち

を
杵
で
つ
く

音
や
迫
力
に

驚
い
た
り
、

つ
く
動
き
に
合
わ
せ
て「
よ
い

し
ょ
、よ
い
し
ょ
」と
掛
け
声
を

掛
け
た
り
、杵
を
持
つ
真
似
を

し
た
り
、お
い
し
い
お
も
ち
が

出
来
上
が
る
よ
う
に
歌
っ
た
り

と
、楽
し
み
な
が
ら
見
学
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、も
ち
に
な
る
前
の
も

ち
米
を
い
た
だ
き
、甘
み
を
味

わ
い
、お
手
伝
い
の
お
母
さ
ま

が
お
も
ち
を
丸
め
て
味
付
け
を

し
て
い
る
所
を
見
学
し
ま
す
。

出
来
上
が
っ
た
お
も
ち
を
見

て
、「
お
い
し
そ
う
」「
早
く
食
べ

た
い
ね
」と
友
達
と
話
し
て
い

ま
す
。園
児
が
臼
や
杵
に
触
れ

る
時
間
も
あ
り
、「
重
い
ね
」「
臼

も
大
き
い
ね
」と
驚
き
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
す
。

　

給
食
で
は
、つ
き
た
て
の
お

も
ち
を「
よ
く
噛
ん
で
食
べ
よ

う
ね
」「
柔
ら
か
く
て
お
い
し
い

ね
」と
喜
ん
で
食
べ
ま
す
。昔
か

ら
あ
る
用
具
を
使
っ
て
作
る
だ

け
で
な
く
、お
正
月
に
鏡
餅
を

供
え
る
お
話
も
聞
く
こ
と
で
伝

統
あ
る
行
事
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

も
ち
つ
き
会

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

先生と一緒に杵を持ちます

　

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園
創
立

八
十
周
年
記
念
の
一
環
と
し
て

十
月
二
十
四
日（
木
）、読
売
巨

人
軍
の
マ
ス
コ
ッ
ト『
ジ
ャ

ビ
ッ
ト
く
ん
』が
三
田
幼
稚
園

に
来
園
し
、野
球
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
に
と
っ
て
ジ
ャ

ビ
ッ
ト
く
ん
は
、あ
ま
り
な
じ

み
が
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

事
前
に
巨
人
軍
の
話
を
し
た

り
、ジ
ャ
ビ
ッ
ト
の
パ
ペ
ッ
ト

を
置
い
て
お
い
た
こ
と
で
、「
こ

れ
知
っ
て
る
！
」「
見
た
こ
と
あ

る
よ
！
」「
テ
レ
ビ
で
見
た
！
」

と
当
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
、あ
い
に
く

の
雨
で
室
内
で
の
活

動
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
本
物
の

ジ
ャ
ビ
ッ
ト
く
ん
に

大
興
奮
の
園
児
た
ち

で
し
た
。一
緒
に
準
備

体
操
を
兼
ね
て
ラ
ジ

オ
体
操
を
し
た
り
、

テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

を
し
た
り
と
普
段
経

験
の
で
き
な
い
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。大
人
に
と
っ

て
は
難
し
い
、棒
の
上

に
の
っ
て
い
る
ボ
ー

ル
を
打
つ
こ
と
も
、園

児
た
ち
は
失
敗
も
少
な
く
真
剣

な
表
情
で
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、皆
で
集
合
写
真

を
撮
り
、園
児
た
ち
に
と
っ
て

も
楽
し
い
一
日
と
な
り
、八
十

周
年
記
念
の
行
事
と
し
て
大
成

功
で
し
た
。

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

ジ
ャ
ビ
ッ
ト
く
ん
と

ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

～
読
売
巨
人
軍

マ
ス
コ
ッ
ト
と
と
も
に
～

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●

力強いフォームでネットにボールを投げる園児たち

　

今
年
の
十
月
は
、例
年
に
な

く
多
く
の
台
風
が
発
生
し
、本

校
の
聖
徳
祭
は
予
定
を
変
更

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、一
日

目
を
二
十
七
日（
日
）、二
日
目

を
二
十
八
日（
月
）と
、一
日
後

に
ず
ら
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

五
月
に
植
え
た
サ
ツ
マ
イ

モ
の
苗
が
育
ち
、い
よ
い
よ
収

穫
の
時
を
迎
え
ま
し
た
。十
一

月
六
日（
水
）の
明
和
班
活
動

（
異
学
年
に
よ
る
縦
割
り
班
の

活
動
）は
、晴
天
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。

　
「
ど
ん
な
サ
ツ
マ
イ
モ

が
と
れ
る
か
な
？
」と
、心

ウ
キ
ウ
キ
で
農
園
に
向
か

い
、
皆
で
一
所
懸
命
サ
ツ

マ
イ
モ
掘
り
に
い
そ
し
み

ま
し
た
。な
か
な
か
掘
り

出
せ
な
い
サ
ツ
マ
イ
モ
と

格
闘
す
る
こ
と
数
分
、
あ

ち
こ
ち
か
ら
大
き
な
歓
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

例
年
は
二
日
目
が
一
般
公
開

日
と
な
る
の
で
す
が
、今
回
は

い
き
な
り
一
日
目
が
一
般
公

開
日
で
す
。し
か
も
前
日
は
臨

時
休
校
と
な
り
、不
安
の
中
で

初
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、元
気
い
っ
ぱ
い
に

明
ら
か
に
例
年
よ
り
も
サ
イ

ズ
の
大
き
い
サ
ツ
マ
イ
モ
が

掘
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
ご
に
入
り
き
ら
な
い
た

め
、手
で
持
っ
て
学
校
に
持
ち

帰
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ほ

か
わ
い
ら
し
く
演
技
で
き
た

一
年
生
、立
派
な
態
度
と
大
き

な
声
で
堂
々
と
演
じ
た
二
年

生
、心
を
合
わ
せ
て
群
読
劇
に

挑
戦
し
た
三
年
生
、自
分
た
ち

で
考
え
た
セ
リ
フ
で
演
じ
た

り
、伴
奏
音
楽
も
自
分
た
ち
で

演
奏
し
た
四
年
生
、声
が
か
れ

る
ほ
ど
叫
び
な
が
ら
豪
快
に

和
太
鼓
を
叩
く
五
年
生
、難
曲

「
白
鳥
の
湖
」を
見
事
に
こ
な

し
た
六
年
生
と
、児
童
た
ち
は

や
り
遂
げ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
た

全
校
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト「
輝
け
聖

徳
」で
は
、パ
ワ
ー
溢
れ
る
低

学
年
の
歌
声
と
、響
き
の
あ
る

美
し
い
声
の
高
学
年
の
歌
声

が
合
わ
さ
り
、素
晴
ら
し
い
発

表
が
で
き
ま
し
た
。

　

普
段
の
学
習
の
成
果
が
見

事
に
表
れ
た
今
回
の
聖
徳
祭

は
、
舞
台
発
表
だ
け
で
な
く
、

各
教
科
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
展

示
物
か
ら
も
頑
張
り
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
経
験
を

経
て
、児
童
た
ち
は
さ
ら
な
る

学
び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

ど
の
大
収
穫
で
し
た
。こ
れ
も

児
童
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、夏
休
み
中
に
草
取
り
に
ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の

皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
ま

た
、栽
培
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
農

園
準
備
で
多
大
な
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
、職
員
の
古

畑
久
雄
さ
ま
に
も
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

収
穫
後
は
、学
年
ご
と
で

さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
を

し
ま
し
た
。自
宅
に
持
ち
帰

っ
て
料
理
を
し
た
り
、お
芋

パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た
り
、秋

の
恵
み
を
存
分
に
堪
能
い

た
し
ま
し
た
。

全校ページェント「輝け聖徳」

先生、見て見て、大きいお芋！

農
園
活
動 
～
大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
が
獲
れ
た
よ
～

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

　

九
月
二
十
二
日（
日
）、ま
だ

残
暑
が
残
る
晴
天
の
中
、「
第

三
十
一
回
聖
徳
祭
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。今
年
も
聖
朋
会
は
、

卒
業
生
有
志
が
集
ま
り
、生
徒

玄
関
前
に
て
ジ
ャ
ガ
バ
タ
ー
を

販
売
し
ま
し
た
。お
か
げ
さ
ま

で
用
意
し
た
百
五
十
個
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
は
、十
三
時
に
は
完
売

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
七
年
か
ら
毎
年
参
加

し
て
い
る
聖
徳
祭
模
擬
店
も
、

今
回
で
十
九
回
目
で
す
。卒
業

生
の
お
子
様
の
お
手
伝
い
も

年
々
増
え
て
き
ま
し
た
。毎
年

楽
し
み
に
来
て
く
だ
さ
る
方

も
お
り
、来
年
の
聖
徳
祭
参
加

が
楽
し
み
で
す
。

取
手
聖
徳
女
子
中
高
同
窓
会
「
聖
朋
会
」活
動
報
告

正門のアーチ

ジ
ャ
ガ
バ
タ
ー
大
人
気
！

優美神　127.5×191.0㎝　1946－1948年　油彩

日本昔噺シリーズ

藤田嗣治（レオナール・フジタ）コレクション

特別展覧会

特別展覧会

聖徳学園創立80周年記念

聖徳学園創立80周年記念

　名品展では、①〔藤田嗣治（レオナール・フジタ）コレクション〕、②〔近
世の絵巻コレクション〕、③〔人間国宝の陶磁器コレクション〕、④〔自
筆楽譜・書簡コレクション〕の4部から成ります。①は「優美神」など子
どもや女性を題材とした作品5点、②は「竹取物語絵巻」など江戸時
代の大名家によって制作された美しい絵巻4点、③は今泉今右衛門、
金城次郎ら人間国宝による陶磁器4点、④はワーグナー、シューベルト
らの自筆の楽譜や書簡4点を展示しています。いずれも珍しく貴重な
ものばかりです。

　ちりめん本は明治期を中心に、ちりめんのように皺を寄せた、クレープペー
パーに英語やドイツ語で印刷し、多色刷りの挿絵を入れたもので、子ども向け
の昔話などを題材とした小型の本です。主に輸出用に作られ、貴重な本です。

「聖徳学園所蔵　名品」展

会期 ： 開催中～平成25年12月21日（土）
時間 ： 午前９時～午後５時（休館／毎日曜・祝日と学事日程による休業日）
会場 ： 聖徳大学１号館８階　聖徳博物館
会場への案内 ： JR常磐線・新京成線「松戸駅」下車、東口徒歩５分

会期 ： 開催中～平成25年12月21日（土）
時間 ： 午前９時～午後５時（休館／毎日曜・祝日と学事日程による休業日）
会場 ： 聖徳大学８号館１階ギャラリー

お問い合わせ：聖徳大学川並弘昭記念図書館 Tel：047-365-1111（大代）　※車でのご来学はご遠慮ください。

～児童たちの頑張りが一体となって～
第28回 聖徳祭

「ちりめん本 長谷川武次郎コレクション」展



第69号（7） 平成25年12月1日（日） 学園創立80周年

　

十
月
二
十
四
日（
木
）、今
年

度
二
回
目
の
歌
唱
指
導
で
は
、

聖
徳
大
学
児
童
学
科
教
授
の

柳
澤
邦
子
先
生
か
ら
ご
指
導

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。各
学
期

ご
と
に
一
回
ず
つ
、行
事
前
に

全
園
児
が
ご
指
導
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
十
一
月
の
聖
徳
祭

に
向
け
て
の
歌
唱
指
導
で
す
。

聖
徳
祭
で
は
、附
属
四
園
の
園

児
が
一
緒
に「
園
歌
」「
い
ぬ

の
お
ま
わ
り
さ
ん
」「
小
さ
な

世
界
」の
三
曲
を
歌
い
ま
す
の

で
、園
児
も
気
持
ち
が
盛
り
上

が
り
、張
り
切
っ
て
歌
っ
て
い

ま
し
た
。

　

柳
澤
先
生
か
ら
歌
う
時
の

姿
勢
や
口
の
あ
け
方
、歌
詞
を

は
っ
き
り
発
音
し
て
歌
う
こ

と
な
ど
細
か
く
指
導
を
受
け

た
園
児
た
ち
は
、先
生
の
言
わ

れ
た
口
の
あ
け
方
を
一
所
懸

命
行
い
な
が
ら
友

達
同
士
顔
を
見
合

わ
せ
、「
こ
う
す
れ

ば
も
っ
と
大
き
な

声
が
出
る
ん
だ

ね
」「
き
れ
い
な
声

で
歌
え
る
ね
」
な

ど
と
口
々
に
感
じ

た
こ
と
を
言
葉
に

出
し
、
笑
顔
で
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
曲

想
を
と
ら
え
て
強

弱
を
つ
け
、
歌
え

る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

全
園
児
の
指
導

の
後
は
各
学
年
ご

と
に
、桜
組
は「
大

き
な
く
り
の
木
の

し
た
で
」、梅
組
は

「
ぼ
く
の
ミ
ッ
ク

ス
ジ
ュ
ー
ス
」、松

　

九
月
二
十
二
日（
日
）、本
園

隣
の
郷
部
児
童
公
園
で
、秋
季

大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
歳
児
に
と
っ
て
は
、初
め
て

の
運
動
会
。た
く
さ
ん
の
お
客

さ
ま
に
少
し
緊
張
す
る
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
が
、「
ひ
ょ
っ
こ

り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」の
遊
戯
で

は
、「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た

ん
島
～
♪
」と
繰
り
返
さ
れ
る

フ
レ
ー
ズ
を
歌
い
な
が
ら
、小

さ
な
身
体
を
お
も
い
き
り
動

か
し
て
踊
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

四
歳
児
は
、大
玉
こ
ろ
が
し

や
玉
入
れ
を
ク
ラ
ス
の
友
達

と
協
力
し
て
最
後
ま
で
頑
張

り
ま
し
た
。五
歳
児
の
ち
び
っ

こ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
は
、前

転
を
し
た
り
、跳
び
箱
を
跳
ん

組
は「
あ
お
い
空
に
え
を
か
こ

う
」の
歌
の
ご
指
導
を
い
た
だ

き
、園
児
た
ち
も
お
互
い
他
学

年
の
歌
を
聞
く
こ
と
で
よ
り

良
い
刺
激
と
な
り
、一
層
元
気

に
楽
し
そ
う
に
歌
っ
て
い
ま

し
た
。

　

教
員
も
伴
奏
の
仕
方
、リ
ズ

ム
の
取
り
方
な
ど
、そ
の
都
度

専
門
的
な
ご
指
導
を
受
け
、改

め
て
歌
の
指
導
の
大
切
さ
、伴

奏
の
重
要
性
を
理
解
し
、ピ
ア

ノ
の
練
習
に
励
ま
な
く
て
は

い
け
な
い
と
心
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

一
時
間
半
余
り
の
歌
唱
指

導
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、

最
後
に
柳
澤
先
生
と
一
緒
に

園
児
が
楽
し
み
に
し
て
い
る

手
遊
び
を
皆
で
元
気
に
楽
し

く
行
い
、歌
唱
指
導
が
終
了
し

ま
し
た
。

　

十
一
月
九
日（
土
）、大
学
の

聖
徳
祭
で
は
、附
属
四
園
の
園

児
が
、川
並
香
順
記
念
講
堂
の

ス
テ
ー
ジ
で
素
晴
ら
し
い
歌

声
を
披
露
し
ま
し
た
。

だ
り
し
ま
し
た
。カ
ラ
フ
ル
な

長
い
リ
ボ
ン
の
つ
い
た
メ
イ

ポ
ー
ル
を
使
っ
た
マ
ス
ゲ
ー

ム
で
は
、友
達
と
タ
イ
ミ
ン
グ

を
合
わ
せ
て
リ
ボ
ン
を
編
み

込
ん
で
い
き
、さ
す
が
年
長
組

と
い
う
姿
を
見
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
保
護
者
や
未
就

園
児
・
卒
園
生
・
祖
父
母
の
競

技
も
行
い
、皆
で
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。教
員
に
と

っ
て
も
改
め
て
園
児
一
人
ひ

と
り
の
成
長
を
感
じ
ら
れ
る

思
い
出
深
い
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

保
護
者
の
方
に
は
、親
子
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
の
練
習
の
際
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、数
名
の
お
父
さ

ま
に
は
当
日
の
朝
早
く
か
ら

競
具
運
び
を
お
手
伝
い
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。多
く
の
方

の
協
力
の
も
と
楽
し
く
運
動

会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

十
月
七
日（
月
）、年
中
組
・

年
少
組
・
満
三
歳
児
パ
ン
ダ
組

が
、聖
徳
子
ど
も
農
園
に
サ
ツ

マ
イ
モ
掘
り
に
行
き
ま
し
た
。

心
配
し
て
い
た
天
気
に
も
恵

ま
れ
、農
園
に
着
く
と
、「
大
き

く
な
ー
れ
っ
て
魔
法
か
け
た

か
ら
、絶
対
大
き
い
お
芋
が
掘

れ
る
よ
！
」「
楽
し
み
だ
ね
！
」

と
大
き
な
期
待
感
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
「
い
っ
ぱ
い
つ
な
が
っ
て
い

る
」「
赤
ち
ゃ
ん
芋
も
あ
る

よ
！
」「
先
生
、見
て
！
見
て
！

こ
ん
な
に
大
き
い
の
掘
れ
た

よ
！
」
と
、
四
方
八
方
か
ら
園

児
の
歓
声
や
驚
き
の
声
が
飛

び
交
い
、み
ん
な
目
を
輝
か
せ

て
い
ま
し
た
。採
れ
た
サ
ツ
マ

イ
モ
の
大
き
さ
や
数
を
自
慢

し
た
り
、比
べ
て
い
る
園
児
の

姿
も
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し

た
。自
分
た
ち
の
手
で
苗
を
植

え
て
成
長
過
程
を
見
守
っ
て

き
た
だ
け
に
、収
穫
の
喜
び
は

ひ
と
し
お
で
す
。

　
「
サ
ツ
マ
イ

モ
の
苗
は
葉
が

出
る
根
元
が
土

の
中
に
埋
ま
る

よ
う
に
植
え
る

こ
と
」
や
、「
葉

っ
ぱ
や
花
の

形
・
色
」「
つ
る

が
伸
び
る
こ

と
」「
根
っ
こ
が

太
っ
て
サ
ツ
マ

イ
モ
に
な
る
こ

と
」な
ど
、事
前

に
図
鑑
を
通
し

て
知
ら
せ
て
い

ま
し
た
。

　

実
際
に
自
分

の
目
で
見
て
、

触
れ
て
確
か
め
る
こ
と
で
、サ

ツ
マ
イ
モ
に
関
す
る
い
ろ
い

ろ
な
知
識
が
一
層
深
ま
り
、そ

の
成
長
過
程
を
知
る
上
で
、園

児
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
体

験
に
な
り
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

運
動
会が

ん
ば
っ
た
よ
！

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

歌
唱
指
導「
み
ん
な
で

歌
う
の
楽
し
い
ね
！
」

成
長
の
見
ら
れ
る

保
育
参
観

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

たくさんお芋が出てきたよ

　

九
月
二
十
六
日（
木
）、松
戸

市
役
所
で「
み
の
り
ち
ゃ
ん
」の

着
ぐ
る
み
お
披
露
目
会
が
行
わ

れ
、年
長
組
の
徒
歩
通
園
児
約

三
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。み

の
り
ち
ゃ
ん
は
、松
戸
市
産
農

産
物
の
普
及
を
図
る
た
め
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
、「
松
戸
」の

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
の
頭
文

字「
Ｍ
」を
モ
チ
ー
フ
と
し
、体

は
松
戸
名
産
の
梨
や
ネ
ギ
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
作
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。市
内
で
生
産
さ
れ
た
減

農
薬
、生
産
履
歴
管
理
の
基
準

を
満
た
し
た
安
全
・
安
心
な
農

産
物
を
よ
り
多
く
の
消
費
者
に

広
め
る
目
的
で
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、本
郷
谷
市
長
か

ら「
松
戸
に
は
お
い
し
く
て
安

全
な
野
菜
や
果
物
が
あ
る
か
ら

た
く
さ
ん
食
べ
て

く
だ
い
ね
」と
お
話

が
あ
る
と
、園
児
た

ち
は
元
気
に
返
事

を
し
ま
し
た
。そ
の

後
、み
の
り
ち
ゃ
ん

が
登
場
す
る
と「
か

わ
い
い
！
」「
早
く

触
り
た
い
な
～
」と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

司
会
者
か
ら
み

の
り
ち
ゃ
ん
へ
の

質
問
を
聞
か
れ
、

「
身
長
は
何
セ
ン

チ
？
」「
ど
う
し
て

そ
ん
な
に
大
き
い

の
？
」
と
聞
く
と
、

「
身
長
は
二
メ
ー
ト

ル
で
す
」「
松
戸
で
採
れ
た
新
鮮

な
お
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ
た

の
で
こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
た

よ
」と
教
え
て
も
ら
い
、「
す
ご

ー
い
！
」「
大
き
す
ぎ
る
！
」と

驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
お
披
露
目
会
に
参
加

し
た
こ
と
で
園
児
た
ち
も
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
の
特
産
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ

れ
が
食
育
に
つ
な
が
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
が
、

た
く
さ
ん
！

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

【みのりちゃん】平成１６年２月２０日生まれの９歳の男の子で、
明るく元気で食べ物の好き嫌いがない子どもが大好き

マスゲームではたくさんの拍手をいただきました

「
み
の
り
ち
ゃ
ん
」着

ぐ
る
み
お
披
露
目
式

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　

保
育
参
観
で
は
、
年
少
組
・

年
中
組
は
、触
れ
合
い
あ
そ
び
、

新
聞
紙
・
タ
オ
ル
を
使
っ
た
あ

そ
び
、サ
ー
キ
ッ
ト
あ
そ
び
な

ど
親
子
で
関
わ
っ
て
遊
ぶ
内
容

を
取
り
入
れ
ま
す
。さ
ら
に
、三

学
期
に
な
る
と
、お
店
屋
さ
ん

ご
っ
こ
、
劇
あ
そ
び
、楽
器
あ

そ
び
な
ど
友
達
と
一
緒
に
行
う

楽
し
さ
な
ど
を
味
わ
っ
た
り
、

み
ん
な
で
行
う
楽
し
さ
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
姿
を
見

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

年
長
組
に
な
る
と
、集
団
あ

そ
び
、言
葉
あ
そ
び
、数
あ
そ

び
、じ
ゃ
ん
け
ん
あ
そ
び
を
行

い
ま
す
。三
学
期
に
は
、お
話
作

り
、ゲ
ー
ム
作
り
、発
表
会
な

ど
、友
達
と
協
力
を
し
て
自
分

た
ち
で
活
動
を
進
め
て
い
く
取

り
組
み
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

年
三
回
行
わ
れ
て
い
る
保
育

参
観
は
、園
児
た
ち
の
他
園
児

と
の
関
わ
り
や
集
団
で
生
活
し

て
い
る
様
子
、成
長
の
様
子
な

ど
、そ
の
時
期
ご
と
の
園
児
た

ち
の
姿
を
保
護
者
の
方
々
に
目

の
前
で
見
て
い
た
だ
け
る
よ
い

行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

園
児
た
ち
に
と
っ
て
も
、幼

稚
園
で
保
護
者
と
一
緒
に
関
わ

れ
る
行
事
の
一
つ
な
の
で
、と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

親子で元気に遊びます

柳澤先生と一緒に元気に歌いました
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学校説明会関係行事のご案内

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）〈前期・後期入試〉

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
〈専門職学位課程〉（教職研究科）

入試日願書受付期間入試区分 日程

内部推薦入試
一般入試
社会人入試
研究生入試

C
（日）2月16日

（土）2月15日 （日）・16日
～ （木）（月） 2月 6日1月27日 ※ただし音楽文化研究科は

入試日願書受付期間入試区分 日程

入試日願書受付期間入試区分 日程
内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
研究生（留学生除く）入試

C
（日）2月16日

（土）2月15日 （日）・16日
～ （水）（月） 2月12日1月27日 ※ただし音楽文化研究科は

入試日願書受付期間入試区分 日程

私費留学生特別入試
研究生（留学生）入試 C

（日）2月16日

（土）2月15日 （日）・16日
～ （木）（月） 2月 6日1月27日 ※ただし音楽文化研究科は

入試日願書受付期間入試区分対象

（水）1月22日
（金）1月24日
（火）2月 4日

（月）1月20日

（金）1月17日
（金）1月17日
（土）1月18日

入試日願書受付期間入試区分対象

～ （土）（火） 1月11日1月 7日

～（月） 入試日当日１月 6日

第1回入試
第2回入試
特待生選考入試
第3回入試

推薦入試

一般入試

単願
併願

推薦入試

一般入試

単願
併願

中
学

高
校

普通科

音楽科

または

（金）1月17日

（土）1月18日
実技

入試日願書受付期間入試区分対象 入試日願書受付期間入試区分対象

試験日当日
※午前8時まで

～ （水）12月11日

（日）1月 5日第1回
一般入試・学力特待選考 第2回

第3回
（日）1月12日～（水）11月20日
（日）1月19日

（木）1月 9日

中学

推薦入試 （火）12月10日

～ （水）12月11日（火）12月10日
～ （金）1月10日（木）1月 9日 （木）1月16日一般入試

県外生対象併願推薦型入試
高校

入試日願書受付期間入試区分 入試日願書受付期間入試区分

（土）１2月 7日第Ⅱ期入試 ～ （水）（水） １2月 4日１1月27日

入試日願書受付期間入試区分 日程
内部推薦入試
一般入試
学士入試※
社会人特別入試※
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　特別奨学推薦入試※

一般入試
学士入試※
社会人特別入試※
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　特別奨学推薦入試※

（日）12月 8日

（日）2月23日

B

（木）3月 6日D

C

入試日

～ （水）（月）11月18日 12月 4日

～ （水）（水）2月 5日 2月19日

～ （月）（月）2月24日 3月 3日

願書受付期間入試区分 日程

入試日願書受付期間入試区分 日程

前期

ＡＯ入試
指定校推薦入試
公募推薦入試
保育科･保育コース推薦入試
保育所・幼稚園園長推薦入試
同窓会推薦入試
大学生・短大生（含専修学校）特別入試
社会人特別入試

入試日願書受付期間入試区分 日程

（土）12月14日D ～ （木）（月） 12月12日11月18日

（日）1月19日

後期

ＡＯ入試
指定校推薦入試
公募推薦入試
保育科･保育コース推薦入試
保育所・幼稚園園長推薦入試
同窓会推薦入試
大学生・短大生（含専修学校）特別入試
社会人特別入試
一般入試

A ～ （金）（月） 1月17日1月 6日

（日）2月 2日B ～ （金）（月） 1月31日1月20日

（土）2月22日C ～ （木）（月） 2月20日2月 3日

（土）3月15日D ～ （木）（月） 3月13日2月24日

前期一般入試 B （土）12月14日～ （木）（月） 12月12日11月18日

■聖徳大学附属小学校（共学）

■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校

■聖徳大学附属女子中学校・高等学校

平成26年度  入試日程

■聖徳大学児童学部（女子）／心理・福祉学部／人文学部（女子）／
　人間栄養学部（女子）／音楽学部（女子）編入学、聖徳大学短期
　大学部専攻科（女子）

〈博士前期課程〉
※音楽文化研究科研究生入試は、C日程：2月15日（土）のみ

※音楽文化研究科研究生入試は、C日程：2月15日（土）のみ

＊地区・ターミナル試験場（13 会場）でも受験ができます。
　地区・ターミナル試験場は1月26日（日）、2月7日（金）のみ実施。

入試日願書受付期間入試区分 日程

C （日）2月16日～ （水）（月） 2月12日1月27日

D （日）3月 2日～ （水）（月） 2月26日2月17日

特別 （日）3月23日～ （水）（月） 3月19日3月10日

入試日願書受付期間入試区分 日程

内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
現職教員特別入試

〈博士後期課程〉

■聖徳大学児童学部（女子）／心理・福祉学部（女子）／
　文学部（女子）／人間栄養学部（女子）／音楽学部（女子）／
　聖徳大学短期大学部（女子）

入試日願書受付期間入試区分 日程

入試日願書受付期間入試区分 日程

入試日願書受付期間入試区分 日程
ＡＯ入試 後期 （月・祝）12月23日B （水）

（正午）～（月）12月 2日 12月18日

特別奨学生入試（科目試験方式）

～ （月）（土） 27日1月25日

～ （月）（土） 27日1月25日

地元密着特別奨学入試

（日）1月26日

特別奨学生入試（センター試験方式） （日）面接のみ1月26日

のうちの希望日

～ （日）（土） 23日2月22日 のうちの希望日

～ （金）（木） 7日3月 6日 のうちの希望日

～ （土）（金） 8日2月7日 のうちの希望日

（日）12月 8日
公募推薦入試

自己推薦入試

エリア特別推薦入試

後期

後期
※音楽学部は上記に加え実技等も実施

特別奨学生入試（科目試験方式） （金）2月7日

特別奨学生入試（センター試験方式） （金）面接のみ2月7日全学
※音楽学部は上記に加え実技等も実施

一般入試 

センタ－試験入試
本学個別学力試験なしA
※ただし音楽学部の実技等のみ

＊

＊

＊

＊

＊

＊

センタ－試験入試
本学個別学力試験なしB
※ただし音楽学部の実技等のみ

～ （金）（木） 7日3月 6日一般入試 

センタ－試験入試
本学個別学力試験なしC
※ただし音楽学部の実技等のみ

～ （土）（金） 8日2月7日全学全学科統一入試（科目試験方式）

全学全学科統一入試（センター試験方式）
本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ

～ （水）（月）11月18日 12月 4日

～ （月）（月）2月24日 3月 3日

～ （木）（月）2月24日 3月 6日

～ （月）（月）2月24日 3月 3日

（水）3月19日

帰国子女特別入試
社会人特別入試

～ （木）（火）1月 7日 1月16日

～ （木）（月）2月24日 2月27日
私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学生入試

（土）

（木）

1月25日B

3月 6日C

～ （火）（火）郵送 12月24日 1月21日
～ （火）（火）窓口 1月 7日 1月21日

～ （月）（月）2月24日 3月 3日

〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　   　特別奨学推薦入試

（土）

（木）

1月25日B

3月 6日C〈アスリート・サポート〉
　   　特別奨学推薦入試

※ただし音楽学部のみ

のうちの希望日

のうちの希望日

のうちの希望日

［音楽学部　演奏学科・音楽総合学科］
実技特別選抜入試 ～ （月）（月）3月10日 3月17日

～ （日）（土） 23日2月22日一般入試 

～ （水）（水）2月 5日 2月19日
のうちの希望日

～ （火）（火）郵送 12月24日 1月21日
～ （火）（火）窓口 1月 7日 1月21日

～ （金）（火）12月24日 1月17日郵送
～ （金）（火）窓口 1月 7日 1月17日

～ （月）（火）郵送 12月24日 2月 3日
～ （月）（火）窓口 1月 7日 2月 3日

入試日願書受付期間入試区分 日程
ＡＯ入試 後期 （月・祝）12月23日B （水）

（正午）～（月）12月 2日 12月18日

特別奨学生入試（科目試験方式）

～ （月）（土） 27日1月25日

～ （月）（土） 27日1月25日

地元密着特別奨学入試

（日）1月26日

特別奨学生入試（センター試験方式） （日）面接のみ1月26日

のうちの希望日

～ （日）（土） 23日2月22日 のうちの希望日

～ （金）（木） 7日3月 6日 のうちの希望日

～ （土）（金） 8日2月7日 のうちの希望日

（日）12月 8日
公募推薦入試

自己推薦入試

エリア特別推薦入試

後期

後期
※音楽学部は上記に加え実技等も実施

特別奨学生入試（科目試験方式） （金）2月7日

特別奨学生入試（センター試験方式） （金）面接のみ2月7日全学
※音楽学部は上記に加え実技等も実施

一般入試 

センタ－試験入試
本学個別学力試験なしA
※ただし音楽学部の実技等のみ

＊

＊

＊

＊

＊

＊

センタ－試験入試
本学個別学力試験なしB
※ただし音楽学部の実技等のみ

～ （金）（木） 7日3月 6日一般入試 

センタ－試験入試
本学個別学力試験なしC
※ただし音楽学部の実技等のみ

～ （土）（金） 8日2月7日全学全学科統一入試（科目試験方式）

全学全学科統一入試（センター試験方式）
本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ

～ （水）（月）11月18日 12月 4日

～ （月）（月）2月24日 3月 3日

～ （木）（月）2月24日 3月 6日

～ （月）（月）2月24日 3月 3日

（水）3月19日

帰国子女特別入試
社会人特別入試

～ （木）（火）1月 7日 1月16日

～ （木）（月）2月24日 2月27日
私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学生入試

（土）

（木）

1月25日B

3月 6日C

～ （火）（火）郵送 12月24日 1月21日
～ （火）（火）窓口 1月 7日 1月21日

～ （月）（月）2月24日 3月 3日

〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　   　特別奨学推薦入試

（土）

（木）

1月25日B

3月 6日C〈アスリート・サポート〉
　   　特別奨学推薦入試

※ただし音楽学部のみ

のうちの希望日

のうちの希望日

のうちの希望日

［音楽学部　演奏学科・音楽総合学科］
実技特別選抜入試 ～ （月）（月）3月10日 3月17日

～ （日）（土） 23日2月22日一般入試 

～ （水）（水）2月 5日 2月19日
のうちの希望日

～ （火）（火）郵送 12月24日 1月21日
～ （火）（火）窓口 1月 7日 1月21日

～ （金）（火）12月24日 1月17日郵送
～ （金）（火）窓口 1月 7日 1月17日

～ （月）（火）郵送 12月24日 2月 3日
～ （月）（火）窓口 1月 7日 2月 3日

※は編入学試験のみ実施

■ 聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）　●お問い合わせ：0120-66-5531（直通）

■ 聖徳大学附属女子中学校・高等学校　●お問い合わせ：047-392-8111（代）

▶12月15日［日］

学校説明会

中学校・高等学校
入試対策説明会

▶12月8日［日］
▶平成26年1月5日［日］

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校　●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

※詳細につきましては、各校にお問い合わせください。

中学校 ▶12月8日［日］高等学校

今年度最後のオープンキャンパス。
受験生はもちろん、高校1・2 年生も大歓迎！！

　この度、学園創立80周年を記念して、株式会社
河合楽器製作所様より、フルコンサートグランド
ピアノが寄贈されました。
　このピアノは、第10回チャイコフスキー国際コン
クール（1994年）で実際に使用され、ロシアのピ
アニスト ニコライ・ルガンスキー氏が第2位（1位
なしの最高位）、同じくロシアのワディム・ルデンコ
氏が第3位の入賞を果たしました。チャイコフス
キー国際コンクールは、モスクワで開催されるク
ラッシック音楽のコンクールで、世界三大コン
クールの1つと言われ、世界的に最も権威のある
コンクールのひとつです。

　学園創立80周年記念式典では、聖徳大学川並香順記念講堂ロビーにて、ウエルカムミュー
ジックとして音楽学部演奏学科 原佳之教授による演奏で多くのご招待客の皆さまをお迎えし
ました。当分の間、記念講堂ロビーに展示しておりますが、この素晴らしい音色を皆さまに聞い
ていただく機会を設けていきたいと考えております。このような由緒あるフルコンサートグランド
ピアノを寄贈していただき厚く御礼申し上げます。

■ 通信教育部（大学院・大学・短期大学部　共学）　●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

入学説明会 ▶平成26年1月12日［日］ 聖徳大学松戸キャンパス

予約不要・入退場自由

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子）　●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

※学校見学も随時実施！（日・祝除く）
▶平成26年1月18日［土］

大学・短大部4月生出願受付開始！12月20日（金）から

12月15日（日）

オープンキャンパスに参加できない方は キャンパス見学&受験相談

9：30〜 9：30〜
9：30〜

10：00〜 ▶12月27日［金］音楽講習会 10：00〜

13：00〜15：30

13：00〜16：00
12：30受付開始

10：00〜12：00
昼の

▶12月11日［水］17：30〜19：30
夜の

『東京聖徳学園創立80周年記念事業募金』寄付者芳名一覧
平成25年9月ご寄付分　ご協力ありがとうございます

○取引業者関係
　500,000円
　東京海上日動火災保険株式会社　様
　5,000円
　株式会社エコマックス　様
○大学後援会関係
　50,000円
　岡田　博作　様
　10,000円
　大木　敏行　様
○通信教育生
　100,000円
　神野　茂美　様
　30,000円
　和田　要治　様

○香和会関係
　10,000円
　小山　努　様	 鈴木　則子　様
○聖和会関係
　100,000円
　松原　昭　様
○一般その他
　100,000円
　佐藤　行弘　様
○教職員関係
　800,000円
　山口　富彌　様
　500,000円
　藤井　繁　様

　100,000円
　伊藤　一郎　様	 川並　孝純　様
　川並　珠緒　様	 篠原　孝子　様
　古橋　和夫　様
　50,000円
　宮川　三平　様
　10,000円
　伊藤　妙子　様
　東京聖徳学園　募金課一同　様

　70,000円
　匿名希望者合計

○現物寄付
　グランドピアノ
　株式会社河合楽器製作所　様

（注）公開をご希望されない方については、掲載しておりません。コンビニエンスストアよりお払込みをされた
場合も、個人情報保護の関係で掲載することができませんのでご了承ください。
平成25年9月1日から平成25年9月30日までのご寄付分を掲載しております。

■ご寄付のお申し込みについて　お電話またはメールで、ご住所とお名前をお知らせ
　ください。募金係より募金趣意書、払込用紙をお送りいたします。
■お問い合わせ先　東京聖徳学園創立80周年記念事業募金係
　TEL.047‐365‐1111（代）　メールアドレス　bokin@seitoku. ac. jp

	 合計	 26件	 2,855,000円
	 累計	 91件	 4,684,000円

電話予約受付中

センパイ広場

平成26年度入試説明

入試対策講座看護学部
説明会

看護学部
授業体験

看護学部
施設見学 キャンパスツアー

■聖徳大学看護学部（女子）［平成26年4月新設］
入試日願書受付期間入試区分 日程

後期公募推薦入試
入試日願書受付期間入試区分 日程

（日）1月26日

（月・祝）12月23日～ （水）（月） 18日12月9日

後期地元密着特別奨学入試 （月・祝）12月23日～ （水）（月） 18日12月9日

～ （月）（月） 3月3日2月17日

後期
〈科目試験〉

特別奨学生入試

～ （金）（火）郵送 12月24日 1月17日
～ （金）（火）窓口 1月 7日 1月17日

（金）2月7日全学
〈科目試験〉

～ （月）（火）郵送 12月24日 2月3日
～ （月）（火）窓口 1月 7日 2月3日

A

一般入試

～ （金）（火）郵送 12月24日 1月17日
～ （金）（火）窓口 1月 7日 1月17日

B ～ （月）（火）郵送 12月24日 2月3日
～ （月）（火）窓口 1月 7日 2月3日

・ （金）（木）24日1月23日
のうちの希望日

・ （土）（金）8日2月7日
のうちの希望日

C ・ （金）（木）7日3月6日
のうちの希望日

★

★

★

★

入試日願書受付期間入試区分 日程

★：本学（松戸キャンパス）の他、地区試験場（仙台・新潟）でも受験ができます。
　　地区試験場は1/24（金）、2/7（金）のみ実施。
注）センター試験利用入試について、今年度（平成26年度）は、実施いたしません。

フルコンサートグランドピアノ寄贈
募金だより

カワイフルコンサートグランドピアノ“EX”268号機


